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加ﾉ為W器碧毫滞の篭鰐鍋童卿
＊

福 田 芳 生

電導ペーストにより金属性の台座に固定し， カー

ボンと金の二重蒸着を行ない， 日立一明石製の

WM-2型走査電子顕微鏡による観察と写真撮影

を行なった。

観察所見および論議

a，鯛把上の瘤状突起と被覆上皮について

小練を具えた瘤状突起は，個々の鱸紹上に15～

’6個存在するが(図1）深部の空気呼吸器側では

,｣型化し(図2）その機能（食物の磨砕・炉過）を

十分果していない様に思われる（また，鰐腔なら

びに口腔側の一部に，空気呼吸器の崩芽ともいう

べき4型の突起が認められ（図'の矢印），本論の‐

カムルチーのものはPharyngeal lungから， より

完全な△namS型のEpibranchial lungへの移行

過程にある魚と考えることができる（福田,1971)｡
このカムルチーの鯛杷上の瘤状突起を被覆する

上皮は，その最上部に高さ’0～'5の明調な粘液

細胞を多数含んでおり（図ろでは，円型の粘液細

胞の開口部が通常の上皮間に散在している） ，そ

のため一般の上皮はかなり圧迫されている。内部

の粘液物質はRAS強陽性であり，粘液多糖類の一

種であることを示している。その下層に4～6層

の扁平上皮を伴ない, Toothbudsの部分では上皮

組織が真皮層内に嵌入し,Outerdentalepithe-

lium及びInnerdentalepitheliumに似た構造

を形成している。

上皮の平均的な厚さは30～40鰯り，その自由

縁では特有な指紋様構造を有しているが(福田，

1975),体表を被う表皮のものと比較する時，概

して小型で，その紋様も単純なものである（図5)。

上皮内には，ほぼ上皮厚に匹敵する少数の味蕾が

存在しているが，小疎の密生する部分では全く認

めることができない。

b・瘤状突起表面の小疎について

走香型電子顕微鏡下に，瘤状突起表面に種倉の

はじめに

軟骨魚類および硬骨魚類では，口腔後方の咽頭

に続く部分に4対の鯛弓が並び，その口腔面には

鯛杷(Gi ll raker)と呼ばれる突起列が存在してい

る。突起は種によりかなりの違いがあり，それは

食性に基ずくとされている(松原ら,1965)｡この

様な突起表面に小疎を伴なうものがあるが，小鰊

は顎歯のものと同一であるかどうかという点に関

して，未だ明確な解答がなされていない。そこで，

,j､疎を伴なった瘤状の突起を持つカムルチーQ-血二

anaargus(CANTOR)を対象として組織学的な

検討を試み，その結果を以下に報告する。

材料及び方法

カムルチーChanaarguRCANTOB)は91975年

9月上旬に印旛沼周辺の湖沼より得た体重2509

の雄である（本種は檸猛な肉食魚であり， また空

気呼吸を行うということで，かなり特異な魚とい

うことができる）。魚は研究室に持帰った後，25

%Urethane溶液に放置して動きを止め,鋭利な鋏

を用いて鯛蓋を切離し，鰕弓を剖出した。その一

部をBouin氏液に投入し,光学顕微鏡のための組

織切片作製に供した。それと同時に鯛把上の瘤状

構造を切除し, Mi llonigのPhosphatebufferで

pH7.4に調整した氷冷4%Glutaraldehyde液に

より固定し，走査型電子顕微鏡用の資料とした。

まず，光学顕微鏡用として，厚さ5脾の横断，
水平断連続切片を作製しH-E染色, .Azan染色，

vanGieson染色,PAS染色を施し,検鏡と写真

撮影に供した｡･走査型電子顕微鏡用の資料とし

ては，アルコール系列を通して脱水の後，アミ

ールアルコールとアセトンの等量混合液に浸漬

しジ次いで純アミールアルコールに移し，臨界
点乾燥器（日立1℃PI型）に掛け,整形の後，
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発育段階にある小疎を認めることができる。それ その間に結合織性の靱帯の他に非細胞性のセメン

らは成長に伴ない次第に上皮を押上げて表面に現 卜様物質を有するという(Soule,1969))。

われてくる（上皮表面の粘液細胞層は，それを突 まとめ

き破るに都合の良い構造の様に思われる(図6～8))。 カムルチーOhanaargus(CANTOR,)の鯛細上の

成熟型のものでは全長.1 1IIm前後あり，口腔側へ向 瘤状突起表面に密生する小鰊は，その先端に円錐

が｡って強く轡曲している（図4）。その先端は生 型のキャップ(Enameloidと思われる)を有し,本

時，無色～幾分黄色味を帯びた円錐型のキャップ． 体は有管象牙質(Vasodentine)に一致する構造を

で覆われている。キャップはHematoxylineによっ 持ち，線維性結合職により骨組織と連結している。

て染色されず，ほとんど無色透明に見え，顎歯の それらの所見は，硬骨魚一般に見られる顎歯のも

ものとその構造は極めて良く類似している。それ のと変るところが無く，従がって， カムルチーの

らのキ苧ツプは，恐らく先述の上皮内のInner 鯛杷上の小鰊は通常の歯と全く同一のものと考え

dental epithelium様組織より形成されて来たも ることができる。

のと思われる（魚の場合（硬骨魚），歯牙先端の この小箸を終るに当って，有益な助言を頂いた
キャップ・をエナメル質とは呼ばず, nnameloid 鶴見大学歯学部解剖学教室の後藤仁敏氏に本誌上

と総称されている（しかし,Schmidt(1969)は硬を借りて厚く御礼申上げる。

離鰯幾鋪簾|…”
見られるAmelogenin様のグンパク質からなり，特福田芳生(1971) :魚類の空気呼吸器（カムル
に前記のAnelogenin様のタンパク質はTooもhbu－ チーを中心として) ,動物学雑誌, 80,

dsを包む内側のInnerdentalepitheliumより分 1 181-190 .

泌され，外側のOuterdental ePithel iumはEn- |福田芳生( 1975) :硬骨魚表皮の構造と機能(特
aneloidの石灰化に関与し,そのためのIO凪伽’ に表皮最表層の細胞を中心として) ,化石研
に水分の運搬に積極的な役割を果すという(Shellis 誌， 10，12－17．

&Miles,1974;Herold,1974))｡ Herold,R;0．B.(1974):Ult,rast,ruct,ureofod-
カムルチーの小疎は，その中心部に歯髄腔に相 ont,ogenesisint,hepike(聖堅1ncinS).Rple
当する腔所を持ち，有管象牙質(Vasodentine)類 ofden･bal. epitheliumandfbrmation of
似の構造を具え，本質的には顎歯のものと変ると enameloid].ayer.J.U1もrastureRes.,48,43>
ころが無い（小練の有管象牙質様の構造は,0don- 454．

toblastsに相当する組織より形成されるものと思後藤仁敏( 1975) :ヒトの鯛弓について－発生
われる)｡有管象牙質様の構造内を走る樹枝状の 学ノートより－，化石研誌， 10，21－28．

腔所の内部には結合職を含み，そのあるものは歯松原喜代松・落合明・岩井保（1965） ：魚類学
髄腔様の間隙に開口している(図5)。小鰊の基部 （上巻），水産学全集9，恒星社厚生閣,東京．
近くにHematoxylineに濃染する多孔質の骨組織 Schmid･b,W.J.(1969) :DieSclmelznaもurder

が存在し（それらの腔所には結合職及び血管を含 eisenoxidhaltigenKappeanf畦leS1jier-

んでいる），その一部は歯髄腔に相当する腔所と Zahnen.Z.Zellforsch.,95,"7-450.

連絡しており，小練内部に栄養分を送り込んでい Shel11s7R・P.&MiﾕeS,A･E･W・(･1974):Auもoradi-

る。小疎とそれらの骨組織の間に， より高等な動 ograPhics･IAldyoftheforma"onofena-

物に見る様な歯槽(Alveolarsocket)は認められ mel.oidanddentinermt,ri.cesinteleos･t,

ず，綴密な結合織性の靭帯によって連絡している usingtri-t,1atedaminoacidS.Proc.R・Soc.

にすぎない。それらの靭靜D中央に時に少数の血 IJond,B.185,51-72.

管が含まれていることがある。この接着部の構造 Soule,J.D｡(1969):Toomai,･t,acbInenもbyapeエー

も一般の顎歯の．も.のと全く変るところが無い（た ユodontini.nthetrigger-fish(Balistidae).

だ例外的なものとして，塁塁壁g§…皇と呼 J・地,r". ,127,1-6･

ばれる魚では，明瞭なAlveolar sodtetを持ち，
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図版説明

図1 ：カムルチー…且_堅旦_2(OANTOR,)の鯛蓋を除去し，鰡杷上の瘤状突起を示したもの（図中
の矢印は鯛室上部の空気呼吸器の萌芽と考えられる突起）。

図2 ：鯛絶上の瘤状突起の一部拡大， この表面に多数の'1､鰊を具えている（矢印)｡写真上方の葉状
構造は空気呼吸器。同呼吸器側では，瘤状突起は'1型化している。写真左側は後方，右側は前方である。
図3：瘤状突起表面を覆う上皮の走査型電子顕微鏡像。特有の指紋様構造の間に粘液細胞の開口部が

散在している。

図4 ：同突起表面に密生する小疎の成熟型の走査型電子顕微鏡像。内側へ強く脅曲し，先端はBmam-
eloid様のキャップで保護されている。

図5：瘤状突起表面の小練の縦斫面を示す模式図。本体は有管象牙質(Vasodentine)様の構造を示し，
骨組織との連絡は級密な結合織より成る靭帯によっている（横走する4孔は血管の通路）。小練の基部
左側で骨組織中の脈管と交通し，栄養血管が歯髄腔様の間隙に送られる。
図6～9 ：小練の発生過程を示す走査型電子顕敏鏡像。写真の番号が進むに従がって， 4鰊が上皮を

突き破り，次第に表面に現われて来る様子が良く判る。先端のキャップに付着している上皮片は後に消
失してしまう。
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